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※１ 本図は扉の開き勝手を右開き、扉の召し合わせを３ｍｍ、
扉厚４５ｍｍ、扉間４０ｍｍを基準として表示します。
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注 意 事 項

ドアキャッチとフラット金具併用時の注意事項

マイナスドライバーで保持力調整ネジを左（回転方向表示“弱”方向）に回してください。
（１）ロックナットを緩めて、固定トリガーがドアキャッチの上面より０～２ｍｍとなるまで、

（２）調整後は必ずロックナットを締め付けて、保持力調整ネジを確実に固定してください。

一体となって開閉できることを確認してください。
（３）調整ネジを固定した後は、扉を避難方向に押して必ずＡ扉（吊元扉）とＢ扉（戸先扉）が

ドアキャッチの保持力を調整せず、フラット金具をご使用された場合には、扉の開閉動作の
支障や機器の故障の原因となるばかりか、防火戸閉鎖後扉が開かず避難経路が確保できなく
なり、人身に対して重大な事故に至る恐れがありますので、必ず調整を行ってください。
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◆１．ドアキャッチ（Ｎ－５１Ｃ・ＣＰ型）を併用した際は、下記の注意事項に従って戸当り上枠に
取り付けた固定金具と扉に取り付けたドアキャッチの固定トリガーとが、保持しないように必
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『☆１ ライナー取付方法』

1) 付属のライナーをＢ扉（戸先扉）とフラット金具取付板（ロック解除ピン側の取付穴）
の間に入れてください。

2) ライナーを取り付けた後、数回扉を開閉させてロックすることを確認してください。

◆１．扉が避難経路開口部を閉鎖した際､Ｂ扉（戸先扉）が戸当り枠側の気密材（別途）等に当たって､
Ａ扉（吊元扉）とＢ扉（戸先扉）が同一面にならず､フラット金具がロックしない場合に付属の
ライナーを取り付けてください。ライナーを取り付けることでロックがしやすくなります。

こちら側に付属のライナーを

ロック解除ピン

扉高さ ＤＨ（ｍｍ） ２１００以下

１６０以下

総扉幅 ＤＷ（ｍｍ）

総扉質量 （ｋｇ）

１５００以下

適用扉サイズ

【注意１】Ｂ扉（戸先扉）の扉幅が７５０ｍｍ未満、扉高さ

【注意２】Ａ扉（吊元扉）の扉幅は３００ｍｍ以上でご使用
ください。

い。）
（但し、扉の総面積が３㎡以下にてご使用くださ
１８００ｍｍ以上の時にご使用ください。

ライナー取付方法

MFC-1B型フラット金具 取付要領図１

１．Ａ扉（吊元扉）が避難経路開口部を閉鎖すると、Ｂ扉（戸先扉）が閉鎖を始めます。

２．Ａ扉（吊元扉）とＢ扉（戸先扉）が避難経路開口部を閉鎖すると、フラット金具が自動的に
ロックし、Ａ扉（吊元扉）とＢ扉（戸先扉）が一体になります。（ロック状態）

３．一体になった状態でＢ扉（戸先扉）を押すと、Ａ扉（吊元扉）も一緒に開き、一枚扉と
同じ状態になります。

４．フラット金具のロック解除ピンを操作することで、ロックが解除されてＢ扉（戸先扉）を
折りたたむことができます。（ロック解除状態）

５．自動リセット機構により、ロックを解除した状態でＢ扉（戸先扉）を１５°以上開けてから、
再度、閉鎖状態に戻すことで自動的にロックし、一体になります。（再ロック状態）

b
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ヒンジクローザー

ヒンジクローザー
中心吊型

ヒンジクローザー
丁番型・持出吊型

※ドアキャッチの固定トリガー勘合部のない固定金具Ｆ（特注品）を使用した場合には、上記

弊社にてオプションとして用意してありますので、別途ご用命ください。

※２ 本図は扉が避難経路開口部を閉鎖した状態を表示します。
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（１）～（３）の調整作業は不要になります。


